




はじめに 

出生後48時間以内の新生児の姿勢制御の様相をPe-doscopeを用いて重心,接地面からの考

察を行なってきた。その結果,重心動揺面積は腹臥位の方が仰臥位よりも安定する,仰臥位

の重心動揺面積は女児の方が男児よりも大きい,腹臥位において低出生体重児の重心動揺

面積は正期産児よりも大きい,身体接着面積は仰臥位の方が腹臥位よりも大きいなどの知

見を得た。 

今回は,新生児の出生後のactivityの推移をPedo-scopeを用いてその重心図波形の変化か

ら解析を行った。 


